
ライフスタイルを見直そう 住宅用高効率給湯器を設置する方へ

▶対象
・市内に自己の居住を主たる目的として所有して
いる住宅に、未使用の補助対象給湯器を設置し
た方
・補助対象給湯器の保証書に記載されている購入
年月日が、平成25年4月1日以降の給湯器を設置
した方
・市税の滞納がない方
・建築基準法、都市計画法などの違反がない方
・行田市住宅改修資金補助金の交付を受けていな
い方

▶補助対象給湯器および金額
・ガスエンジン給湯機（エコウィル）：1台につき
20,000円
・燃料電池コージェネレーションシステム（エネ
ファーム）：1台につき50,000円

▶その他　予算の範囲内での補助となりますので、
予算額（170万円）に達した場合は受付期間中でも
終了します。なお、補助金申請状況は市ホームペ
ージに公開します（週1回程度更新）。
▶申請方法　環境課で配布している申請書(市ホー
ムページよりダウンロード可)に必要事項を記入
の上、4月1日㈪～平成26年3月10日㈪に直接同課
へ提出してください。
▶問い合わせ　同課環境政策担当☎556―9530

　エコライフDAYとは、省エネ・省資源など環境に
配慮した一日を送り、簡単なチェックシートで温室
効果ガスである二酸化炭素の削減量を把握し、ライ
フスタイルを見直すきっかけを作る取り組みです。
　本市では、市内の小・中学生とその家族に協力を
いただき、12月3日から9日の期間内の一日について
実施しました。また、エコライフDAY実施の募集をし
たところ、4団体(二持田第一自治会、二谷郷新田自
治会、ものつくり大学、行田市民大学)から応募があ
り、それぞれ期間を設定し、実施していただきました。
　今回のエコライフDAYにより、削減できた二酸化
炭素の量は8,690,720グラムとなりました。これは
約3,685リットルのガソリンを燃焼させたときに排
出する二酸化炭素の量と同じです。

▶問い合わせ　環境課環境政策担当☎556―9530

エコライフDAY２０１２冬の
結果をお知らせします

住宅用高効率給湯器設置補助金を
交付します

参加区分※1 参加数
(人)

二酸化炭素
削減量⒢

一人あたり
の削減量⒢

小学校低学年 児童 1,858 614,944 331
（1～3年生） 家族、教職員 3,829 1,082,191 283
小学校高学年 児童 1,845 1,749,014 948
（4～6年生） 家族、教職員 2,503 2,295,432 917

中 学 校
生徒 1,800 1,735,820 964

家族、教職員 375 337,018 899
一 般 ※2 516 440,534 854
市 役 所 職員など 550 435,767 792

合　　　計 13,276 8,690,720 655
※1	 参加区分によってチェック項目が異なります。
※2	 一般は4団体(二持田第一自治会、二谷郷新田自治会、ものつくり

大学、行田市民大学)の合計です。団体別の詳細は市ホームページ
に掲載しています。
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さしあげます

ゆずってください

▷マットレス(セミダブル・セミダブル足付き)　▷学習
机　▷自転車(子ども用)　▷たんす　▷冷蔵庫(単身者
用)　▷かぶと飾り　▷たらい（サワラ材）　▷洗濯機　▷
炊飯器　▷電子レンジ　▷額縁　▷座卓　▷パイプベッ
ド　▷電気こたつ　▷パラボラアンテナ　▷テレビ（地デ
ジチューナー付き）　▷ヒーター（加湿器付き）　▷本棚

▷自転車（大人用・折りたたみ）　▷耕運機(家庭用)　▷
製めん機(家庭用)　▷デジタル一眼レフカメラ　▷ＦＡ
Ｘ　▷洋裁用ボディ　▷パソコンラック　▷ＣＤ／ＭＤ
プレーヤー　▷自転車用チャイルドシート　▷臼ときね　
▷ソファ　▷ジュニアシート　▷車いす　▷メリーゴー
ラウンドオルゴール　▷ブレイブボード　▷屋外遊具　
▷衣

え

紋
もん

掛け(着物用)　▷石油ファンヒーター　▷琴　▷
17弦琴　▷チャイルドシート　▷囲碁セット　▷いす２
脚　▷座布団10枚　▷電気掃除機
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真
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供
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税務課からのお知らせ

でかけませんか　となりまち

縦覧・閲覧制度を利用して
　　固定資産の確認ができます

北 彩 タ ウ ン 情 報

《縦覧帳簿の縦覧》
　土地または家屋に固定資産税が課税されている方
は、縦覧帳簿で市内の土地または家屋の価格を縦覧
することができます。
▶日　　時　 4月1日㈪～5月31日㈮（土曜日、祝日を

除く）
	 【月～金曜日】午前8時30分～午後5時15

分
	 【日曜日】午前8時30分～正午
▶場　　所	 税務課資産税担当

《固定資産課税台帳の閲覧》
　固定資産税の納税義務者は、4月1日から平成25年
度課税台帳を閲覧し、所有する固定資産の課税内容
を確認することができます。
　また、借地および借家人も、賃借権などの目的で
ある固定資産に限って閲覧することができます。そ
の際、賃貸借契約書などの確認を必要としますので、
詳しくは同課資産税担当まで問い合わせください。

加須市
加須市合併3周年記念
第4回加須市民平和祭で全長100メートルのジャンボ
こいのぼり遊泳
▶日　　時	 5月3日㈮
《メッセージこいのぼり掲揚》（予定）午前11時
《ジャンボこいのぼり遊泳》（予定）
【1回目】午前11時30分
【2回目】午後１時30分
　※風速などにより時間が前後する場合あり　
　※天候による順延の場合は5月4日㈯
▶場　　所	 利根川河川敷緑地公園（加須市大越2732
付近・埼玉大橋西側）
▶内　　容	 全長100メートルのジャンボこいのぼり
「ジャンボ3世」が、加須の大空を泳ぎます。会場で
は平和式典のほか、特産品
の直売やフリーマーケット
など楽しいイベントが開催
されます。
▶問い合わせ	 加須市商業観光
課☎0480―62―1111

羽生市
キヤッセ羽生ゴールデンウィークこどもまつり
▶日　　時	 4月29日㈪、5月3日㈮・4日㈯・5日㈰
午前10時～午後4時
▶場　　所	 キヤッセ羽生（羽生市三田ヶ谷1725）
▶内　　容	 ゆるキャラ®との記念撮影、魚のつかみ
取り、ふわふわトランポリン、風船プレゼント、フ
リーマーケット、ステージイベントなど
▶問い合わせ	 キヤッセ羽生☎565―5255

　固定資産税の納税に先立ち、「縦覧帳簿の縦覧」や「固定資産課税台帳の閲覧」によって、固定資産の内容を確
認することができます。

▶問い合わせ	 同課資産税担当（内線233・234）

お 願 い
　税務課窓口では、縦覧および閲覧ができる方かを確認するため、運転免許証や健康保険証など本人確認
ができるものを提示していただいています。また、代理の方が来る場合は、委任状なども併せて持参して
ください。ご協力をお願いします。
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休日急患診療

・診療科目……内科、小児科、外科
・診療時間……午前10時～午後5時
※医療機関が変更されることがありますので、事前に
問い合わせください。
・清幸会行田中央総合病院　☎553―2000
・壮幸会行田総合病院　☎552―1111
◇夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知り
たいとき
・行田市消防署　☎550―2123
・埼玉県救急医療情報センター　☎048―824―4199
◇埼玉県小児救急電話相談「♯8000」
・県内どこからでも「♯8000」をプッシュすると相
　談窓口につながります（携帯電話可）。
・相談時間　【月～土曜日】午後7時～翌日午前7時
　　　　　　【日曜日、祝日】午前9時～翌日午前7時

　平成23年度から実施している「子宮頸がん等ワクチ
ン等予防接種助成事業」は、3月31日で終了になりまし
た。
　 4月1日以降は、国において定期接種に切り替わる
予定で準備中です。
※詳細が決まり次第、「市報ぎょうだ」、市ホームペー
ジなどでお知らせします。

ママ・パパ教室
　楽しく友達をつくりながら、妊娠・出産・子育てに
ついて学びませんか。
期　　日　 5月13日㈪・23日㈭、6月3日㈪※3日間で

1コース
時間・場所　保健センターで午後1時15分受け付け
　　　　　※5月23日はＶＩＶＡぎょうだで午前9時

45分受け付け
内　　容　妊娠中と産後の生活の話、子どもの成長と

育児の話、調理実習、沐
もく

浴
よく

実習など
対　　象　妊婦とその家族(内容は初めて出産される

方を対象にしたものです。すでにお子さん
がいる方でも、教室の人数に余裕がある場
合は参加できます）

申し込み・問い合わせ　保健センター

子どもの健康
乳幼児健診
　健 診 名	 4カ月児健診、1歳6カ月児健診、2歳児歯

科健診、3歳児健診
　そ の 他	 転入されたお子さんで、前住所地で受診

していない方は保健センターにご連絡く
ださい。

ＢＣＧ予防接種
　 4月1日に予防接種法施行令が改正され、BCG予防
接種の対象者が1歳未満までに引き上げられました。
　BCG予防接種は集団接種で実施します(年間日程は
「保健センターのお知らせ」に記載）。また、予約制に
なりますので、接種希望日の1週間前までに同センタ
ーへ申し込みください。予約後、都合により接種日を
変更する場合は、同センターへご連絡ください。
　日　　時	 4月16日㈫午後1時40分～2時
　対　　象	 生後3カ月以上1歳未満(1歳の誕生日の

前々日まで)

乳幼児相談（要申し込み）
日　　時	 4月9日㈫午前9時30分～11時
対　　象	 小学校入学前のお子さん

離乳食教室（初期）（要申し込み）
受付日時	 4月9日㈫午前10時15分～10時30分
対　　象	 平成24年10月15日～11月14日生まれの

お子さんがいる方

※いずれも場所は保健センター

おとなの健康
こころの相談（要申し込み）
日　　時	 4月24日㈬
	 ※時間は申し込みの際にお知らせします。
場　　所	 保健センター
対　　象	 いつも不安、夜眠れない、生活のリズムが

乱れている、自分の性格や人間関係に悩ん
でいる、飲酒量が多くやめられないなど、
こころに悩みのある方

そ の 他	 随時、電話での相談も受け付けます。

未熟児養育医療給付制度のお知らせ
　 4月1日から、未熟児養育医療の申請の窓口が加須
保健所から保健センターに変更になります。
　お子さんの入院している医療機関で、該当になる旨
の説明のあった場合は、保健センターまで問い合わせ
ください。

期　　日 医療機関名 期　　日 医療機関名

4月21日㈰ 壮幸会行田総合病院 5月	4	日㈯ 清幸会行田中央総合病院

4月28日㈰ 清幸会行田中央総合病院 5月	5	日㈰ 壮幸会行田総合病院

4月29日㈪ 壮幸会行田総合病院 5月	6	日㈪ 壮幸会行田総合病院

5月	3	日㈮ 壮幸会行田総合病院 5月12日㈰ 清幸会行田中央総合病院

子宮頸がん予防ワクチン、ヒブワクチンおよび
小児用肺炎球菌ワクチン接種助成のお知らせ
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平成25年度個別予防接種
期　　間	 4月1日～平成26年3月31日のうち随時(年

間を通じて接種可)
場　　所	 ①市内委託医療機関(通知に同封)
	 ②県内の市外委託医療機関(かかりつけ医

や里帰り先が市外にある方に限る)
費　　用　無料
種類および通知対象

※1　日本脳炎予防接種は、平成7年4月2日から平成
17年4月1日生まれの方で4回、平成16年4月2日
から平成19年4月1日生まれの方で3回接種が終
了していない方は、保健センターへ問い合わせ
ください。

注　　意　対象以外の方で、定期接種年齢内(予防接
種制度で決められている)が未接種の方は、
早めに接種を済ませてください。予診票の
ない方は、母子健康手帳を持参の上、同セ
ンターまでお越しください。また、定期接
種年齢を過ぎてしまうと、任意接種(自費)
になります。

加須保健所「ひきこもり専門相談」
　明らかな発達障害や精神疾患などの病気がない、青
年期のひきこもり状態にある方やその家族の方を対象
に、専門相談を実施します。
日　　時	 5月1日㈬午後1時30分（予約制）
場　　所	 加須保健所（加須市南町5―15）
相談対応者　臨床心理士、加須保健所職員
費　　用	 無料
申し込み・問い合わせ　実施日の1週間前までに電話

で同保健所保健予防推進担当☎0480―61
―1216

骨粗しょう症検診　～あなたの骨は大丈夫？～
　カルシウム不足から骨の量が減少し､ 骨が折れやす
くなる骨粗しょう症｡ 早めに検診を受け、自分の骨量
を確認することで、骨を丈夫にするためのきっかけづ
くりをしませんか。

場　　所	 保健センター
内　　容	 前腕のエックス線検査
定　　員	 【5月27日】130人
	 【5月28日・29日】220人※いずれも先着順
　	 ※30分ごとの時間予約制
費　　用	 500円（70歳以上、生活保護世帯、市民税非

課税世帯のいずれかに該当する方は無料）
　　　　　※市民税非課税世帯の方は事前に保健セン

ターでの手続きが必要です。
持 ち 物	 健康手帳、生活保護受給者証(生活保護世

帯の方）
申し込み	 5月1日㈬から直接、電話、ＦＡＸのいずれ

かの方法で同センター

サーキット・ウオーキング教室
　ウオーキングは手軽に、誰でもできる有酸素運動で
す。継続することで脂肪燃焼効果も期待できるウオー
キングについて、より効果的に行える姿勢、速度、歩数、
リズムなどを学び、実践してみませんか。
日　　時	 5月7日㈫午後2時～4時
場　　所	 「グリーンアリーナ」剣道場、ウオーキング

コース(総合公園内）
内　　容	 サーキット・ウオーキングの実践、体の準

備と姿勢、効果的な速度について学ぶ
講　　師	 新井恵子さん(健康運動指導士）
対　　象	 ウオーキングなど運動に関心のある市民の

方
定　　員	 20人(先着順)
持 ち 物	 運動しやすい服装、室内運動靴、飲み物、

タオル、健康手帳、筆記用具
そ の 他	 同教室を6月5日㈬に開催予定※2日間参加

することも可
申し込み	 5月1日㈬までに直接または電話で保健セン

ター

種　別 接種回数 対　象 定期接種年齢

四種混合(ジフ
テリア・百日
せき・破傷風・
不活化ポリオ)

1期初回
(3回)

平成25年1月2日～
平成26年1月1日生
まれの方

3カ月～7歳6カ
月未満

1期追加
(1回)

1期3回接種後、6
カ月以上(標準は1
年から1年未満)空
ける

麻しん・風しん

第1期
(1回)

平成24年4月2日～
平成25年4月1日生
まれの方

1～2歳未満

第2期
(1回)

平成19年4月2日～
平成20年4月1日生
まれの方

年長児(就学前
の1年間)

二種混合(ジフ
テリア・破傷風) 2期

平成14年4月2日～
平成15年4月1日生
まれの方

11歳～13歳未
満

日本脳炎※1

1期初回
(2回)

平成22年4月2日～
平成23年4月1日生
まれの方 3歳～7歳6カ月

未満
1期追加
(1回)

1期2回目接種後お
およそ1年空ける

2期
平成16年4月2日～
平成17年4月1日生
まれの方

9歳～13歳未満

対　　象 検診日時

次の生年月日に該当する女性
昭和48年4月1日～昭和49年3月
31日生まれ
昭和43年4月1日～昭和44年3月
31日生まれ
昭和38年4月1日～昭和39年3月
31日生まれ
昭和33年4月1日～昭和34年3月
31日生まれ
昭和28年4月1日～昭和29年3月
31日生まれ
昭和23年4月1日～昭和24年3月
31日生まれ
昭和18年4月1日～昭和19年3月
31日生まれ

5月27日㈪
午後1時30分～3時30分
5月28日㈫
午前9時～11時30分

上記以外の女性 5月29日㈬
午前9時～11時30分
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相　　談 場　　所 日　　　程 時　　　間 問い合わせ

法律（予約制） 産業文化会館2階会議室 4月23日㈫※次回5月9日㈭、21日㈫の予約
は5月1日㈬から 午前9時20分～正午

地域づくり支援課
（内線252）行政 産業文化会館2階会議室 4月22日㈪ 午後1時30分～3時30分

消費生活多重債務 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時30分～午後3時30分

夫婦関係・ＤＶなど
（予約制） VIVAぎょうだ 毎週木・土曜日

※各土曜日は市内在住の方対象に電話相談も受け付けます
午後1時～４時
(電話相談は午後1時～2時)

VIVAぎょうだ
☎556―9301

相続、遺言、離婚、
日常生活の困り事 VIVAぎょうだ 5月8日㈬※予約制 午後1時～4時50分

（受け付けは午後1時～4時）
埼玉県行政書士会埼北支部
☎554―2702

内職 市役所 毎週火・金曜日(祝日を除く） 午前10時～午後4時 商工観光課
（内線383）

人権 地域交流センター 5月8日㈬ 午後1時30分～3時30分 人権推進課（内線221）

水道料金の休日納付 水道庁舎（前谷） 5月5日㈰ 午前8時30分～正午
水道課

☎553―0131
水道料金の夜間納付 水道庁舎（前谷） 4月16日㈫・23日㈫・30日㈫、5月7日㈫・14日㈫ 午後5時15分～7時

（4月15日～5月14日）各 種 相 談

▶第１次試験日　 5月12日㈰
▶試験種目　教養試験(国際捜査Ⅰ類は専門試験)、論
文試験
▶申し込み　行田警察署または埼玉県警察採用セン
ターなどで配布している申込書(埼玉県警察採用案内
のホームページよりダウンロード可)に必要事項を記
入の上、持参、郵送、電子申請のいずれかの方法で
申し込みください。
▶申込受付期間
【持参・郵送】4月1日㈪～15日㈪※当日消印有効
【電子申請】4月1日㈪午前8時30分～12日㈮午後5時
▶受付場所　埼玉県警察採用センター (〒330―8533	
さいたま市浦和区高砂3―15―1)または行田警察署
（〒361―0023	行田市長野4195―１）
▶問い合わせ　同警察署☎553―0110

試験区分 受験資格
（			）内の年齢は平成 25年 4月 1日現在 募集人数

Ⅰ類 昭和58年4月2日以降に生まれ
(29歳まで)、大学卒業の方

男性220人
女性25人

Ⅱ類

昭和58年4月2日から平成6年4月
1日までに生まれ(19～29歳)
・短大・専修学校(2年制以上の専
門課程)などを卒業の方
・大学に2年以上在学し、62単位
以上取得の方
※Ⅰ類該当者を除く

男性20人
女性10人

Ⅲ類

昭和58年4月2日から平成7年4月
1日までに生まれ(18～29歳)、Ⅰ
類・Ⅱ類に該当しない方
※平成24年度に高等学校を卒業
した方は受験できません

男性70人
女性10人

国際捜査
Ⅰ類

Ⅰ類の受験資格を有し、語学(中
国語、ポルトガル語)が堪能な方

【中国語】2人
【ポルトガル語】
1人

武道・体育
指導Ⅰ類

Ⅰ類の受験資格を有し、柔道また
は剣道の卓越した技術を有する方
※段位が4段以上

【柔道】1人
【剣道】1人

　いじめと感じたら、お子さんはもちろん、保護
者の方もぜひご相談ください。

行田市いじめそうだん
ホットライン
電話相談
　 0120―2

つ

7
な

9
ぐ

―8
は

7
な

4
し

メール相談
　y

ゆ　う　き
uuki@city.gyoda.lg.jp

▶問い合わせ
　教育研修センター
　☎556―6458

▶日　　時	 毎週水曜日(祝日を除く)
	 午後1時～4時※予約は前週の金曜日まで
▶場　　所	 関東信越税理士会行田支部
	 （忍2―18―29）
▶予約受付	 毎週月・水・金曜日(祝日を除く)
	 午前10時30分～午後3時30分
	 関東信越税理士会行田支部
	 ☎554―1411

▶問い合わせ	 税務課市民税担当(内線231)

お気軽にご相談ください

お気軽にご相談ください

4月から税務相談が利用しやすくなりました

一人でかかえこまないで
平成25年度 埼玉県警察官採用試験

案内図

関東信越税理士会
行田支部

市役所

国道125号

放射線量測定値
参考値

3月18日㈪　・測定個所　行田消防署本署地内　・測定高　１メートル
午前9時(曇り)0.07マイクロシーベルト　午後3時(曇り)0.06マイクロシーベルト 242013. 4 　市報 ぎょうだ



▶日　　時	 4月17日㈬午前10時30分～11時
▶内　　容	 絵本、パネルシアターなど
▶対　　象	 2、3歳児と保護者
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
▶日　　時	 4月27日㈯午前11時
▶内　　容	 絵本や手遊びなど
▶対　　象	 幼児
▶主　　催	 おはなしタンバリン
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
▶日　　時	 5月4日㈯午後２時
▶内　　容	 絵本や紙芝居など
▶対　　象	 幼児・小学生
▶主　　催	 おはなしの会
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
▶日　　時	 5月11日㈯午後２時
▶内　　容	 絵本や紙芝居など
▶対　　象	 幼児・小学生
▶主　　催	 おはなしポケット
※場所は、いずれも図書館おはなしのへや

▶日　　時	 4月20日㈯午後２時
▶場　　所	 映像ホール
▶題　　名	 ジャングル大帝｢友達｣(24分)
	 	 ジャングル大帝｢故郷｣(24分）
▶定　　員	 80人（先着順）
▶入 場 料	 無料

▶日　　時	 5月10日㈮午後２時
▶場　　所	 図書館ミーティングルーム
▶内　　容	 絵本や紙芝居など
▶主　　催	 おしゃべりインコの会

　４カ月児健診に合わせ保健センターで絵本を配布し
ています。
▶日　　時	 5月14日㈫午後１時受付開始
▶持 ち 物	 母子健康手帳

・サイバー攻撃からビジネスを守る	(武智洋・満永拓邦・
国分裕・大河内智秀／監修)

・既卒・フリーターの就職一発逆転の法則(秋庭洋)
・ロスト・ケア(葉真中顕)
・楽しく遊ぶ学ぶ	くふうの図鑑(鎌田和宏／監修)
・ふかいあな(エリック・ローマン／絵、キャンデス・
フレミング／文、なかがわちひろ／訳)

・しょんぼりしないで、ねずみくん！ (ジェド・ヘンリー
／作、なかがわちひろ／訳)

　昭和34年に始まった「こどもの読書週間」。図書館で
は、子供たちが素晴らしい本に出会えるよう「おすすめ
の本」の展示をしています。ぜひ親子で図書館にお越し
ください。
　本から知識や楽しみを得ることは、子供たちにとっ
て生涯学習の基礎になるはずです。

▶日　　時	 4月24日㈬、5月9日㈭午前10時30分～11
時45分

▶場　　所	 中央公民館レクリエーション室（「みらい」
内）

▶内　　容	 ・絵本の読み聞かせ、歌遊び、わらべ歌
などを親子一緒に体験する

	 ・絵本の選び方や与え方について学ぶ
	 ・子育てについて語り合う
▶講　　師	 島田ユミ子さん、小出厚子さん、平井直

美さん（いずれも埼玉県家庭教育アドバイ
ザー）

▶対　　象	 乳幼児と保護者
▶定　　員	 15組
▶参 加 費	 無料
▶そ の 他	 連続参加はもちろん、好きな日だけでも

参加できます。事前に図書館に申し込み
ください。

▶日　　時　 4月29日㈪午後２時
▶場　　所　映像ホール
▶題　　名　こむぎいろの天使(75分）
▶内　　容　雄大な富士のふもとを舞台に、スズメの

ひなの成長を通して生命の尊さと友情を
訴える物語

▶出　　演	 松田洋治さんほか
▶定　　員	 80人(先着順）
▶入 場 料	 無料

　 4月6日㈯から「おはなし会」「定例子ども映画会」に
併せて、乳幼児と保護者が気兼ねなく図書館を利用で
きる「赤ちゃんタイム」を導入します。赤ちゃんが泣い
ていたり、幼児がしゃべっていたりしていても気にす
る必要はありません。ぜひ、お子さんと一緒に図書館
をご利用ください。

午前9時30分～午後7時
4月1日㈪・2日㈫・8日㈪・15日㈪・22日㈪・
30日㈫、5月1日㈬・7日㈫・13日㈪

開館時間
休 館 日

※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください。

こどもの読書週間　4月23日㈫～5月12日㈰

「図書館記念日」特別映画会

親子で楽しむ絵本子育て講座

赤ちゃんタイムを始めます

おはなし会

定例子ども映画会

ブックスタート

新 着 図 書

読み語りの会

※変更となる場合もあります

埼 玉 小 4月16日㈫

須 加 小 4月17日㈬

太田西小 4月18日㈭

北河原小 4月23日㈫

北 小 4月24日㈬

泉 小 4月25日㈭

太田東小 5月 1 日㈬

星 宮 小 5月 8 日㈬

南河原小 5月10日㈮

移動図書館巡回日程
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手作りの良さを実感

　2月23日・24日、牧禎舎で、ＮＰＯ法人ぎょうだ足袋蔵
ネットワーク主催の「アーツ&クラフツｉｎぎょうだ」が開催さ
れました。
　工場内には16の展示販売ブースが設けられ、作家が丹
精込めて作った木工品やアクセサリーなどの作品がずらり。
母屋には、作品鑑賞をしながら休憩できる縁側カフェも設
置されました。レトロな空間で、改めて“手作り”の良さを
味わうことができた2日間でした。

さきたま古墳公園でおもてなし

　3月16日、さきたま史跡の博物館東側に、観光客の「おも
てなし」を行う観光情報提供場所がオープンしました。
　本市のパンフレットが手に入るほか、市内の土産品などを
買うことができるとあって、さきたま古墳公園を訪れた誰も
が興味津々な様子で足を止めていました。
　なお、この情報提供場所での「おもてなし」は、土・日曜日、
祝日の午前10時から午後3時まで行っています。5月26日
までの期間限定となっていますので、同公園を訪れた際には、
ぜひお立ち寄りください。

また会おうね！

　2月18日、利根大堰で（独）水資源機構利根導水総合事
業所主催の「サケ稚魚放流会」が行われ、中央小学校2年生
の児童たちが利根川にサケの稚魚を放流しました。
　今回放流した稚魚は、児童たちが約2カ月間、卵から愛
情を込めて育てたもので、中学生になるころに戻ってくる
そうです。数年後の再会を約束して「元気に戻ってきてね」
と語り掛けていました。

「笑い」に癒される

　2月16日、「みらい」文化ホールで笑いと健康講演会「笑う門
には福来たる」が開催されました。
　第1部は、行田中央総合病院院長の川島治さんによる講演が
行われ、「笑い」はストレスを発散させるだけでなく、体の免疫力
もアップさせることなどを分かりやすく説明しました。第2部で
は、柳家小団治さんによる落語が披露され、行田の名所を交え
たユーモア溢れる語りに、会場は笑いの渦に包まれ、訪れた誰
もが笑いに癒されていました。

おいしい農産物をありがとう

　2月19日、西小学校で学校給食交流会が行われました。
この交流会は、地産地消活動の一環で行われているもの
で、学校給食に農産物を提供している生産者、児童、保護
者（ＰＴＡ）が給食を一緒に食べながら、食や農産物につい
ての意見交換を行いました。また、生産者の声を直接聞く
ことができるので、日ごろ食べている食材への安心感を深
めることもできます。
　この日の献立は、行田産のハクサイを使用した「ハクサ
イのクリーム煮」など。児童たちは生産者らと話をしながら、
おいしそうに食べていました。

大満足の「のぼうの城
　　　　フェスティバル 2013」

　3月10日、産業文化会館で戦国武将隊イベント「のぼうの城
フェスティバル2013」が開催されました。
　このイベントに忍城おもてなし甲冑隊、奥州・仙台おもてな
し集団 伊達武将隊、あいち戦国姫隊が集結。武将隊の皆さん
は、華麗な演舞を披露したり、地元をＰＲするトークショーを
行ったりしました。

　また、特別ゲストとして参加した「よしもと剣
喜劇」が、ユーモア溢れる演技を披露すると、観
客は大爆笑。舞台終了後には写真撮影会も行
われ、観客の皆さんは、内容が盛りだくさんの
イベントを大いに満喫している様子でした。

楽しいひとときを過ごしたよ♪

　3月9日、立正大学生による人形劇「ふれあい人形劇」
が児童センターで開催され、たくさんの親子連れが訪れま
した。
　「たっくんとかさぶた」「うさぎとかめ」などかわいい人形
劇が披露され、子供たちは夢中になって見ていました。また、
休憩時間には、同大学の優しいお兄さん・お姉さんと触れ
合うなど、楽しいひとときを過ごしていました。

Gyoda City Photo Studio
2013

写真館

写真館
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楽しいひとときを過ごしたよ♪

　3月9日、立正大学生による人形劇「ふれあい人形劇」
が児童センターで開催され、たくさんの親子連れが訪れま
した。
　「たっくんとかさぶた」「うさぎとかめ」などかわいい人形
劇が披露され、子供たちは夢中になって見ていました。また、
休憩時間には、同大学の優しいお兄さん・お姉さんと触れ
合うなど、楽しいひとときを過ごしていました。

Gyoda City Photo Studio
2013

写真館

写真館
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南
河
原	

三
沢
　
一
水

余
寒
な
ほ
風
土
記
の
丘
に
ひ
し
め
け
り

	

下
中
条	

飯
塚
よ
ね
子

大
空
に
稜り

ょ
う

線せ
ん

く
っ
き
り
山
笑
ふ

	

向
町	

渡
月
　
　
峯

明あ
し
た朝

に
は
踏
ま
れ
泣
き
起
つ
霜
柱

	

城
南	

町
田
　
達
男

廃
校
に
残
る
靴
あ
と
春
寒
し

	

城
西	

新
井
　
禮
子

わ
が
姫
に
里
よ
り
と
ど
く
ひ
な
の
段

	

城
西	

新
井
喜
榮
子

ざ
わ
ざ
わ
と
大
木
ゆ
さ
ぶ
る
春
一
番

	

荒
木	

国
島
　
初
江

絵え

馬ま

に
書
き
合
格
願
ふ
春
と
な
り

	

持
田	

二
瓶
　
弘
子

黄
一
輪
夢
も
ら
え
そ
な
福ふ

く

寿じ
ゅ

草そ
う

	

城
南	

飯
野
　
里
子

車
椅
子
押
さ
れ
て
選
ぶ
ク
ロ
ッ
カ
ス

	
長
野	

野
中
せ
き
子

石
垣
の
割
れ
目
に
小
さ
な
さ
く
ら
草

	

城
南	

鈴
木
　
正
夫

恋
猫
や
声
で
目
覚
め
る
今
朝
の
夢

	

忍	

今
田
　
泰
夫

お
じ
い
ち
ゃ
ん
長
生
き
し
て
ね
お
年
玉

	

富
士
見
町	

森
　
　
節
子

病
む
友
の
枕
辺
近
く
手
折
り
び
な

	

持
田	

長
田
　
義
子

縮
こ
み
て
紫
白
と
春
野
菜

	

持
田	

丸
山
　
麟
一

残
雪
に
足
跡
残
す
夕ゆ

う

鴉が
ら
す

　
　
　
　
　（
木
島
　
斗
川
　
監
修
）

家
族
や
地
域
の
き
ず
な
を
次
の
世
代
へ

柴
﨑
秀
也
さ
ん
（
69
歳
・
堤
根
）

　

平
成
24
年
8
月
16
日
、
下
忍
小
学
校
の
敷
地
に
整

備
さ
れ
て
い
る
雑
木
園
「
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
」
で

「
三
世
代
交
流
と
感
謝
の
集
い
」
が
初
め
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
月
は
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
発
案
し
、
実

行
委
員
長
を
務
め
た
柴
﨑
秀
也
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　

自
然
と
触
れ
合
い
な
が
ら
遊
ん
だ
り
、
学
ん
だ
り

で
き
る
場
所
と
し
て
造
ら
れ
た
同
園
は
、
24
年
前
に

同
校
の
創
立
30
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
、
学
校
と

Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
が
児
童
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
も
の
。
当

時
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
務
め
て
い
た
柴
﨑
さ
ん
は
、「
卒
業

し
た
子
供
た
ち
が
、
こ
の
場
所
に
自
分
た
ち
の
子
ど

も
を
連
れ
て
き
て
、
地
域
の
方
と
交
流
で
き
た
ら
最

高
だ
な
」
と
い
う
夢
を
描
き
な
が
ら
、
一
本
一
本
丁

寧
に
苗
木
を
植
え
た
そ
う
で
す
。

　

月
日
は
た
ち
、
孫
を
持
つ
世
代
と
な
っ
た
柴
﨑
さ

ん
。
造
園
当
時
描
い
て
い
た
夢
を
「
グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク
で
の
三
世
代
交
流
イ
ベ
ン
ト
」
と
し
て
実
現
さ
せ

よ
う
と
思
い
、
家
族
や
仲
間
に
相
談
し
ま
し
た
が
、

賛
同
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な

中
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
日
本
中
で
家
族
や

地
域
の
強
固
な
き
ず
な
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
。「
家

族
や
地
域
交
流
の
大
切
さ
を
見
つ
め
直
す
た
め
に

は
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
絶
対
に
開
催
す
る
べ
き
だ
」

と
改
め
て
決
意
し
、
造
園
当
時
の
校
長
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

仲
間
な
ど
に
声
を
掛
け
、
平
成
23
年
7
月
に
実
行
委

員
会
を
結
成
。
故
郷
を
離
れ
た
子
供
た
ち
が
帰
っ
て

く
る
お
盆
に
開
催
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
、
動
き

出
し
た
の
で
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
開
催
ま
で
の
準
備
期
間
は
約
1
年
。
そ

の
間
、同
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
「
夏
の
時
期
に
、

な
ぜ
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
の
か
。
本
当
に
人

は
集
ま
る
の
か
」
と
い
っ
た
声
が
上
が
っ
た
の
も
事

実
で
し
た
。
柴
﨑
さ
ん
は
お
盆
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
意
義
を
粘
り
強
く
説
明
し
た
り
、
地
区
内
の
家

を
一
軒
一
軒
回
り
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を
呼
び
掛

け
た
り
す
る
な
ど
、
不
屈
の
精
神
で
い
く
つ
も
の
ハ

ー
ド
ル
を
乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
長
年
の
夢
で
あ
っ
た
「
三
世
代
交
流
と

感
謝
の
集
い
」
を
開
催
。
当
日
は
、
小
さ
な
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
約
2
0
0
人
が
参
加
し
た
そ
う

で
す
。
柴
﨑
さ
ん
は
「
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
に
設
置
し

た
タ
ー
ザ
ン
ロ
ー
プ
や
ハ
ン
モ
ッ
ク
で
遊
ん
で
い
る

子
供
た
ち
の
笑
顔
や
、
旧
友
と
の
再
会
を
喜
ん
で
い

る
親
た
ち
、
さ
ら
に
孫
の
姿
を
う
れ
し
そ
う
に
眺
め

て
い
る
祖
父
母
の
表
情
を
見
た
と
き
は
、
涙
が
出
る

ほ
ど
う
れ
し
か
っ
た
。
実
行
委
員
の
皆
さ
ん
に
は
、

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
だ
よ
」
と
振
り
返
り
ま

す
。

　
「
次
の
世
代
が
、
も
う
一
度
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
し
て
く
れ
れ
ば
最
高
だ
ね
」
と
に
っ
こ
り

ほ
ほ
笑
む
柴
﨑
さ
ん
は
、
自
分
の
意
志
を
引
き
継
ぐ

若
者
が
現
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
よ
う
で

し
た
。

◎
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎
俳
句
は
毎
月
5
日
ま
で
に
は
が
き
・
封
書

　で
広
報
広
聴
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

俳
句

「
花
咲
き
、
心
な
ご
む
ブ
ー
ケ
」

　
　
　
　
　
　
　
　（
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
）

　
　
　
　
　
　
　
田
代
　
都
（
谷
郷
）
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○4月1日㈪〜30日㈫に電話またはEメールで広報広聴課広報広聴担当（内線318）
　※応募要領は市ホームページをご覧ください。
○応募者多数の場合は、5月2日㈭午前11時から市役所203会議室で公開抽選を行
います。　

平成24年6月生まれの
お子さんを募集します

　

皆
さ
ん
は
銭
太

鼓
と
い
う
楽
器
を

ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
。こ
の
楽
器
は
、

長
さ
30
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
ほ
ど
の
竹

筒
の
両
端
に
針
金

を
十
文
字
に
通

し
、
そ
の
針
金
に

穴
の
開
い
た
銭

（
5
円
硬
貨
な
ど
）

を
取
り
付
け
た
も
の
で
す
。
こ
れ
を
、
座
っ
た
ま

ま
曲
に
合
わ
せ
て
回
し
た
り
、
肩
や
床
な
ど
に
当

て
た
り
す
る
こ
と
で
銭
同
士
が
ぶ
つ
か
り
合
い
、

チ
ャ
リ
ン
チ
ャ
リ
ン
と
音
を
鳴
ら
し
ま
す
。
今
月

は
、
こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
楽
器
で
「
た
く
さ
ん
の
人

に
笑
顔
を
届
け
た
い
」
と
い
う
思
い
の
下
活
動
し

て
い
る
「
銭
太
鼓
つ
づ
み
会
」
の
皆
さ
ん
を
紹
介

し
ま
す
。

　

平
成
17
年
に
結
成
し
た
同
会
で
す
が
、
活
動
を

始
め
た
き
っ
か
け
は
、
近
所
の
仲
良
し
グ
ル
ー
プ

で
行
っ
た
旅
行
先
で
の
出
来
事
で
し
た
。
メ
ン
バ

ー
の
1
人
が
銭
太
鼓
を
初
め
て
披
露
し
、
そ
の
り

り
し
い
姿
に
ほ
か
の
メ
ン
バ
ー
が
す
っ
か
り
魅
了

さ
れ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
現
在
、
毎
月
第

2
・
4
火
曜
日
の
午
後
に
10
人
の
メ
ン
バ
ー
が
熱

心
に
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

自
由
自
在
に
銭
太
鼓
を
使
っ
て
、
楽
し
そ
う
に

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
す
る
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
で
す

が
、
初
め
は
楽
器
の
重
さ
と
手
の
動
き
の
複
雑
さ

に
驚
い
た
そ
う
で
す
。「
回
す
だ
け
で
も
大
変
な

の
に
、
左
右
別
々
に
動
か
す
こ
と
も
あ
っ
て
、
最

初
は
な
か
な
か
全
員
で
そ
ろ
え
る
こ
と
が
で
き
ず

苦
労
し
ま
し
た
。
今
で
は
上
半
身
の
筋
肉
が
付
い

た
だ
け
で
な
く
、
頭
も
さ
え
渡
っ
て
い
ま
す
よ
」

と
に
っ
こ
り
。

　

同
会
は
、
日
々
の
練
習
の
成
果
を
市
内
外
の
病

院
や
老
人
ホ
ー
ム
で
披
露
し
て
い
ま
す
。
曲
の
レ

パ
ー
ト
リ
ー
は
、「
き
よ
し
の
ズ
ン
ド
コ
節
」
な
ど

観
客
の
年
代
に
合
わ
せ
た
も
の
ば
か
り
。
高
齢
者

の
皆
さ
ん
が
一
緒
に
歌
を
口
ず
さ
む
姿
や
、
珍
し

い
形
状
の
銭
太
鼓
に
興
味
を
示
し
、
手
に
取
っ
て

回
し
て
い
る
姿
を
見
る
と
「
自
分
の
趣
味
で
誰
か

を
笑
顔
に
で
き
て
幸
せ
。
自
然
と
や
る
気
が
わ
い

て
き
ま
す
」
と
、
充
実
感
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
そ

う
で
す
。

　

近
所
の
仲
良
し
グ
ル
ー
プ
か
ら
、
同
じ
趣
味
や

志
を
共
有
す
る
一
生
の
仲
間
に
な
っ
た
皆
さ
ん
。

1
人
で
も
多
く
の
笑
顔
に
出
会
う
た
め
に
、
こ
れ

か
ら
も
手
作
り
の
法は

っ
ぴ被

と
鉢
巻
き
を
身
に
付
け
、

り
り
し
い
姿
で
銭
太
鼓
を
披
露
し
て
い
く
こ
と
で

し
ょ
う
。

銭太鼓　つづみ会
〜観客の笑顔に会いたくて〜

平成 24 年

4月生まれの
おともだち

小
林
　
楓ふ
う

果か

ち
ゃ
ん（
長
野
）

父
・
誠
弥
さ
ん　

母
・
小
百
合
さ
ん

平
成
24
年
4
月
2
日
生
ま
れ

「
元
気
い
っ
ぱ
い
大
き
く
な
ぁ
～
れ
！
」

田
代
　
実み

央お

ち
ゃ
ん（
宮
本
）

父
・
直
也
さ
ん　

母
・
綾
子
さ
ん

平
成
24
年
4
月
9
日
生
ま
れ

「
と
ま
ら
な
い
か
わ
い
さ
！！
」

定
方
　
望み

桜お

ち
ゃ
ん（
谷
郷
）

父・雄
亮
さ
ん　

母・友
美
さ
ん

平
成
24
年
4
月
2
日
生
ま
れ

「
み
ん
な
か
ら
愛
さ
れ
る
子
に
な
っ
て
ね
♡
」

中
野
　
碧あ
お

士と

ち
ゃ
ん（
和
田
）

父
・
健
司
さ
ん　

母
・
敏
子
さ
ん

平
成
24
年
4
月
17
日
生
ま
れ

「
行
田
の
プ
リ
ン
ス
☆
」

木
村
　
美み

遥は
る

ち
ゃ
ん（
若
小
玉
）

父
・
浩
也
さ
ん　

母
・
美
実
さ
ん

平
成
24
年
4
月
29
日
生
ま
れ

「
笑
顔
を
た
や
さ
な
い
子
に
な
っ
て
ね
♡
」

▶問い合わせ　山口☎554―2632

29



広告掲載の問い合わせは、有限会社今津印刷所へ☎554─2245

広告

InformationInformation 催し・募集

▼
日
時　
5
月
4
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
8
時　

▼
場
所　
さ
き
た
ま
古

墳
公
園　

▼
内
容　
採
火
行
列
、
輦れ

ん

台
行
列
、
古
代
住
居
へ
の
点
火
、
御

神
火
降
り
、
花
火
の
打
ち
上
げ
、
野

菜
の
販
売
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ほ

か　

▼
無
料
バ
ス
の
運
行　
Ｊ
Ｒ
北

鴻
巣
駅
～
む
さ
し
の
ホ
ー
ル
湯
本
、
古

代
蓮
の
里
～
小
針
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
～
さ
き
た
ま
古
墳
公
園
南
入
口　

▼
問　
さ
き
た
ま
火
祭
り
実
行
委
員

会
事
務
局
（
埼
玉
公
民
館
内
）
☎

5
5
9
―
0
0
4
7

▼
期
日　
5
月
11
日
㈯
※
雨
天
決
行　

▼
集
合
場
所　
市
民
プ
ー
ル
脇
駐
車

場　

▼
場
所　
茨
城
県
大
洗
町　

▼

対
象　
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
で

小
学
生
以
上
の
方
※
小
・
中
学
生
は

保
護
者
ま
た
は
責
任
者
（
成
人
の
方
）

の
同
伴
が
必
要　

▼
定
員　

80
人

（
先
着
順
）　

▼
参
加
費　
【
大
人
】

2
千
円
【
中
学
生
以
下
】
1
千
円
※

バ
ス
代
、
保
険
料　

▼
そ
の
他　
コ

ー
ス
の
詳
細
や
持
ち
物
な
ど
の
注
意

岩
崎
☎
5
5
6
―
3
9
4
6

▼
日
時　
5
月
26
日
㈰
午
後
1
時
～

5
時　

▼
場
所　
「
グ
リ
ー
ン
ア
リ

ー
ナ
」
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ　

▼
バ
ン

ド　
ワ
ン
ち
ゃ
ん
バ
ン
ド　

▼
参
加

費　
1
千
円　

▼
主
催　
行
田
市
ソ

シ
ア
ル
ダ
ン
ス
連
盟　

▼
後
援　
埼

玉
県
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
協
会
、
行
田

市
教
育
委
員
会
、
行
田
市
体
育
協
会　

▼
�
・
問　
島
崎
☎
5
5
4
―
3	

6

7	

3
▼
日
時　
5
月
10
日
㈮
～
6
月
30
日

㈰
午
前
9
時
～
午
後
7
時　

▼
場
所　

ル
ー
ブ
ル
洋
菓
子
店
シ
ョ
ー
ル
ー

ム　

▼
内
容　
文
具
、
レ
コ
ー
ド
、

雑
誌
、
お
も
ち
ゃ
な
ど
の
展
示　

▼

問　
栗
原
☎
0
9
0
―
1
5
3
5
―

4
4
6
0

▼
日
時　
4
月
27
日
㈯
～
29
日
㈪
午

前
9
時
～
午
後
4
時
30
分
（
27
日
は

午
前
11
時
か
ら
、
29
日
は
午
後
4
時

ま
で
）　

▼
場
所　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ　

▼
入
場
無
料　

▼
問　
行
田
山
草
会
新
島
☎
5
5
6

―
1
5
8
0

▼
日
時　
5
月
12
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
4
時
※
雨
天
決
行　

▼
場
所　

熊
谷
流
通
セ
ン
タ
ー
（
熊
谷
市
問
屋

町
2
―
4
―
1
）　

▼
内
容　
防
災

機
器
な
ど
の
展
示
や
体
験
、
デ
ィ
ス

カ
ウ
ン
ト
商
品
（
食
品
、
雑
貨
、
宝

石
、
家
具
な
ど
）
の
販
売
、
電
気
自

動
車
試
乗
、
Ｓ
Ｌ
や
エ
ア
テ
ン
ト
な

ど
の
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
、
ゆ
る
キ
ャ

ラ
大
集
合
な
ど　

▼
後
援　

行
田

市　

▼
問　
同
セ
ン
タ
ー
事
務
局
☎

5
2
8
―
2
1
5
0

▼
活
動
内
容　
消
費
生
活
講
座
の
開

催
、
商
品
知
識
な
ど
に
関
す
る
研

究
、
無
添
加
み
そ
の
仕
込
み
、
行
田

在
来
青
大
豆
を
使
用
し
た
豆
腐
作
り

な
ど　

▼
年
会
費　
1
千
円　

▼
�　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し

た
書
類
（
様
式
自
由
）
を
直
接
行
田

市
く
ら
し
の
会
事
務
局
に
提
出　

▼

問　
同
会
事
務
局
（
地
域
づ
く
り
支

援
課
内
・
内
線
2
5
2
）

事
項
は
、
申
し
込
み
時
に
説
明
し
ま

す
。　

▼
�　

4
月
21
日
㈰
午
前
9

時
～
正
午
に
直
接
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

※
代
表
者
1
人
に
つ
き
4
人
ま
で
申

し
込
み
可
、
電
話
で
の
申
し
込
み
不

可
（
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
追
加

申
し
込
み
を
電
話
で
受
け
付
け
る
場

合
あ
り
）　

▼
問　
同
課
☎
5
5
6

―
8
3
3
6

▼
日
時　

4
月
14
日
㈰
午
前
10
時　

▼
集
合
場
所　
馬
見
塚
第
2
集
会
所

（
西
善
院
）　

▼
内
容　
星
川
の
清
掃

活
動
と
キ
タ
ミ
ソ
ウ
自
生
地
の
観
察　

▼
主
催　
星
川
の
自
然
と
キ
タ
ミ
ソ

ウ
を
守
る
会
、
行
田
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス

ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
行
田
さ
く
ら
ロ

ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ　

▼
そ
の
他　
長

靴
な
ど
を
履
き
、
汚
れ
て
も
よ
い
服

装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。　

▼

問　
同
会
事
務
局
江
袋
☎
5
5
7
―

0
0
6
1

▼
日
時　
5
月
12
日
㈰
午
前
10
時
開

演　

▼
場
所　
産
業
文
化
会
館
ホ
ー

ル　

▼
入
場
無
料　
▼
主
催　
行
田

市
民
謡
協
会　

▼
後
援　
行
田
市
、

行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会　

▼
問　

イ
ベ
ン
ト

第
25
回
春
の
舞
踏
大
会

春
の
山
草
展

第
28
回
さ
き
た
ま
火
祭
り

い
き
い
き
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

津
軽
三
味
線
民
謡
と
舞
踊
の
祭
典

第
38
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー

懐
か
し
の
レ
ト
ロ

G
O
O
D
S
展

行
田
市
く
ら
し
の
会

会
員

熊
谷
流
通
セ
ン
タ
ー

問
屋
町
祭
り
2
0
1
3

星
川
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

募

　
　集
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▼
期
日　

8
月
8
日
㈭
～
11
日
㈰　

▼
内
容　
平
和
祈
念
式
典
へ
の
参
加
、

長
崎
市
長
表
敬
訪
問
、
被
爆
地
や
被

爆
者
へ
の
取
材
な
ど
※
取
材
記
録
を

事
務
局
に
提
出　

▼
対
象　
市
内
在

住
の
小
学
4
～
6
年
生
と
そ
の
保
護

者
で
、
平
和
・
原
爆
・
核
兵
器
廃
絶

な
ど
に
関
心
が
あ
る
方　

▼
募
集
人

数　
全
国
か
ら
18
人
（
小
学
生
1
人

と
そ
の
保
護
者
1
人
の
9
組
）
※
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選　

▼
参

加
費
補
助　

①
長
崎
駅
ま
で
の
航

空
・
鉄
道
往
復
運
賃	

②
主
催
者
が

用
意
す
る
ホ
テ
ル
の
宿
泊
代	

③
取

材
補
助
経
費
（
1
組
当
た
り
1
万

円
）　

▼
�　

は
が
き
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ル
で
住
所
、お
子
さ
ん
の
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
性
別
、
学
校
名
、
学
年
、

保
護
者
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
性
別
、

電
話
番
号
（
日
中
連
絡
可
能
な
も

の
）、
平
和
を
願
う
一
言
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
明
記
の
上
、
5
月
10
日
㈮
（
当

日
消
印
有
効
）
ま
で
に
日
本
非
核
宣

言
自
治
体
協
議
会
事
務
局
（
長
崎
市

平
和
推
進
課
内
）
に
提
出
【
は
が

き
】
〒
8
5
2
―
8
1
1
7　

長
崎

県
長
崎
市
平
野
町
7
―
8
【
Ｅ
メ
ー

ル
】e-m

ail:in
fo
@
n
u
cfree

japan.com

※
同
協
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
応
募
可
（http://

w
w
w
.n
u
cfreejap

an
.co
m

）　

▼
問　
同
協
議
会
事
務
局
☎
0
9
5

―
8	

4
4
―
9
9
2
3

▼
応
募
資
格　
県
内
在
住
で
20
歳
以

上
の
方　

▼
募
集
人
数　

1
0
0

人
※
選
考
で
決
定　

▼
任
期　
6
月

～
平
成
26
年
3
月　

▼
内
容　
食
品

販
売
店
で
日
常
の
買
い
物
を
し
な
が

ら
、
食
品
表
示
の
有
無
な
ど
を
確
認

し
、
定
期
的
に
報
告
す
る
（
年
間
20

店
舗
程
度
）　

▼
研
修　
6
月
13
日

㈭
（
熊
谷
市
）
ま
た
は
14
日
㈮
（
さ

い
た
ま
市
）
の
午
後
、
指
定
す
る
会

場
で
研
修
予
定　

▼
謝
金　
報
告
に

応
じ
て
年
間
8
千
円　

▼
応
募
方

法　

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
、
電
話
番
号
、
職
業
、
応
募
理

由
（
1
0
0
字
程
度
）
を
明
記
の

上
、
4
月
22
日
㈪
（
必
着
）
ま
で

に
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。【
は
が
き
】
〒
3
3
0
―

9
3
0
1	

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高

砂
3
―
15
―
1	

埼
玉
県
農
林
部
農

産
物
安
全
課
総
務
・
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
担

当
【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
0
4
8
―
8
3
0
―

4
8
3
2
【
Ｅ
メ
ー
ル
】a4070-06

@
pref.saitam

a.lg.jp　

▼
選
考

結
果
通
知　

5
月
末
に
予
定　

▼

問　
同
課
総
務
・
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
担
当
☎

0
4
8
―
8
3
0
―
4
1
1
0

親
子
記
者
事
業
参
加
者

埼
玉
県
食
品
表
示
調
査
員

▶題
　「静」※「静

せい

謐
ひつ

」「動
どう

静
せい

」のような熟語でも、「静
しづ

か」「静
しづ

まる」の
ように訓読してもよい。
▶詠進要領
①題を詠み込んだ自作の短歌で一人一首とし、未発表のも
のに限る。
②書式は、半紙（習字用）を横長に用い、右半分に題と短歌、
左半分に郵便番号、住所、電話番号、氏名（本名、ふりが
な）、生年月日、職業（なるべく具体的に）を縦書きで記入。
（無職の場合は、「無職」と書き、以前に職業に就いたこと
がある場合は、なるべく元の職業を書くこと。なお、主
婦の場合は、「主婦」と書いてもよい）
③用紙は半紙とし、毛筆で自書すること。ただし、海外か
ら詠進する場合は、用紙は随意（半紙サイズ24㎝×33㎝の
横長）とし、毛筆でなくてもよい。
④病気または身体障害のため、毛筆で自書することができ
ない場合は次のようにできる。
・代筆（墨書）による。代筆の理由、代筆者の住所と氏名
を別紙に書いて、詠進歌に添えること。
・本人がワープロやパソコンなどを使用して印字する。
この場合、これらの機器を使用した理由を別紙に書い

て詠進歌に添えること。
・視覚障害の方は、点字で詠進してもよい。

▶注意事項　次の場合は失格となる。
・題を詠み込んでいない場合
・短歌の定型でない場合
・用紙が縦長の場合
・一人で2首以上詠進した場合
・毛筆でない場合
・すでに発表された短歌と同一または著しく類似した短歌
である場合

・歌会始の行われる以前に、新聞、雑誌、その他の出版物、
年賀状などで発表した場合

・④に記した代筆の理由書を添えた場合を除き、同筆と認
められる場合

・住所、氏名、生年月日、職業を書いてない場合や、その
他詠進要領によらない場合

▶応募期間　 9月30日㈪まで（当日消印有効）
▶申し込み　〒100―8111	宮内庁（封筒に「詠進歌」と書き添
える）

▶問い合わせ　郵便番号、住所、氏名を書き、返信用切手を張
った封筒を添えて9月20日㈮までに、宮内庁式部職へ郵送。
または宮内庁ホームページ（http://www.kunaicho.go.jp）
を参照。

えい しん かえい しん か

平成26年歌会始の詠進歌平成26年歌会始の詠進歌
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▼
活
動
日
時　
4
～
6
月
、
10
～
11

月
の
日
曜
日
・
祝
日
の
午
後
1
時
～

4
時
（
予
定
）　

▼
活
動
内
容　
毎

年
春
・
秋
に
実
施
し
て
い
る
よ
ろ
い

着
付
け
体
験
の
手
伝
い　

▼
応
募
資

格　
満
20
歳
以
上
の
健
康
な
方
（
市

外
の
方
も
可
）　

▼
そ
の
他　
活
動

前
に
簡
単
な
研
修
お
よ
び
参
加
日
程

の
調
整
を
行
い
ま
す
。　

▼
�
・
問　

郷
土
博
物
館
☎
5
5
4
―
5
9
1
1

▼
日
時　
4
月
24
日
㈬
午
後
1
時
～

5
時　

▼
場
所　

商
工
セ
ン
タ
ー

4
0
1
研
修
室　

▼
内
容　
上
司
や

同
僚
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
円
滑

に
仕
事
を
進
め
る
た
め
に
必
要
な
ス

キ
ル
で
あ
る
「
報
告
」「
連
絡
」「
相

談
」
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
演
習
を
取

り
入
れ
な
が
ら
理
解
を
深
め
る　

▼

対
象　
入
社
5
年
以
内
の
社
員　

▼

受
講
料　
2
千
円　

▼
�
・
問　
電

話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
行
田
商
工
会
議

所
☎
5
5
6
―
4
1
1
1【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】

5
5
6
―
0
0
5
9

▼
日
時　
4
月
21
日
㈰
午
前
10
時
、

午
後
1
時　

▼
場
所　
自
衛
隊
埼
玉

地
方
協
力
本
部
熊
谷
地
域
事
務
所　

▼
対
象　
中
学
生
～
26
歳
の
方
と
そ

の
保
護
者
な
ど　

▼
資
料
請
求
・
問　

同
事
務
所
（
〒
3
6
0
―
0
0
3
7	

熊
谷
市
筑
波
3
―
90
―
1	
国
際
ビ

ル
2
階
）
☎
5
2
2
―
4
8
5
5

▼
日
時
・
場
所　
①
4
月
20
日
㈯
古

代
蓮
の
里	

②
5
月
18
日
㈯
釜
伏
山

（
寄
居
町
）
③
6
月
15
日
㈯
外
秩
父

山
地
（
寄
居
町
）
④
7
月
27
日
㈯
北

本
自
然
観
察
公
園
（
北
本
市
）　

い

ず
れ
も
午
前
9
時
～
11
時
30
分　

▼

内
容　
身
近
な
植
物
に
つ
い
て
学
ぶ　

▼
定
員　
各
25
人
（
先
着
順
・
1
回

の
み
の
受
講
も
可
）　

▼
参
加
無
料　

▼
�　

受
講
希
望
日
、
住
所
、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番
号
を
明

記
の
上
、
各
受
講
日
1
週
間
前
ま
で

に
、
は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
様
式

自
由
）
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。【
は

が
き
】
〒
3
6
1
―
0
0
2
3	

行

田
市
長
野
1
3
2
0	

埼
玉
県
立
進

修
館
高
等
学
校
【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
5
5
0

―
1
0
5
8　

▼
問　
同
校
☎
5
5	

6
―
6
2
9
1

▼
日
時　
4
月
29
日
㈪
午
前
10
時
～

11
時
45
分　

▼
場
所　
ベ
ル
ヴ
ィ
ア

イ
ト
ピ
ア　

▼
内
容　
松
尾
千
栄
子

さ
ん
（
㈳
倫
理
研
究
所
専
任
講
師
）

に
よ
る
講
演「
お
か
あ
さ
ん
」	▼
入
場

料　
1
千
円　

▼
後
援　
行
田
市
、

行
田
市
教
育
委
員
会
、
文
部
科
学

省　

▼
問　
家
庭
倫
理
の
会
行
田
市

会
長
代
☎
0
8
0
―
2
3
9
2
―

0
1
5
9

▼
日
時　
5
月
19
日
㈰
午
後
1
時
～

3
時　

▼
場
所　

ベ
ル
ヴ
ィ
ア
イ

ト
ピ
ア　

▼
内
容　

江
利
川
毅
さ

ん
（
本
市
出
身
の
前
人
事
院
総
裁
、

元
内
閣
府
・
厚
生
労
働
事
務
次
官
）

に
よ
る
講
演
「
激
動
す
る
日
本
と
、

こ
れ
か
ら
の
経
済
状
況
に
つ
い
て
」　

▼
定
員　
30
人
（
先
着
順
）　

▼
入

場
無
料　
▼
主
催　
行
田
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ　

▼
�
・
問　
5
月
10
日

㈮
ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
同

ク
ラ
ブ
☎
5
5
5
―
5
0
5
0
【
Ｆ

Ａ
Ｘ
】
5
5
5
―
5
0
7
0

▼
日
時　
5
月
25
日
㈯
午
後
2
時
30

分　

▼
場
所　
忠
次
郎
蔵　

▼
内
容　

一
人
で
そ
ば
が
打
て
る
よ
う
に
な
り
、

卒
業
生
は
蔵
内
に
名
前
が
掲
示
さ
れ

ま
す
。　

▼
定
員　
18
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費　

1
千
円　

▼
持
ち
物　

三
角
巾
、
エ
プ
ロ
ン　

▼
主
催　
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
忠
次
郎
蔵　

▼
そ
の
他　

希
望
者
に
は
引
き
続
き
中
級
・
上
級

も
用
意
し
て
い
ま
す
。　

▼
�
・

問　
同
法
人
☎
5
5
6
―
9
9
8
8

（
火
～
日
曜
日
の
午
前
10
時
～
午
後

3
時
）
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://忠
次
郎
蔵
.biz

）

進
修
館
高
等
学
校

公
開
講
座「
植
物
分
類
入
門

　
　
　
　
　
　
　
2
0
1
3
」

「
よ
ろ
い
を
着
よ
う
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

自
衛
官
等
採
用
セ
ミ
ナ
ー

報ほ
う
れ
ん
そ
う

連
相
で
極
め
る
ビ
ジ
ネ
ス

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座

2
0
1
3
家
庭
倫
理

講
演
会

忠
次
郎
蔵「
そ
ば
打
ち
教

室
18
期
生（
初
級
）」

行
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

結
成
40
周
年
記
念
講
演
会

講

　
　
　座

教

　
　
　室

講

　演

　会
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広告

InformationInformation 催し・募集

初
心
者
弓
道
体
験
と

弓
道
教
室

▼
日
時　
【
弓
道
体
験
】
5
月
5
日

㈰
・
6
日
㈪
【
弓
道
教
室
】
5
月

12
日
～
7
月
14
日
の
毎
週
日
曜
日

（
全
10
回
）
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～

正
午　

▼
場
所　

総
合
公
園
弓
道

場　

▼
対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
の

方　

▼
定
員　
【
弓
道
教
室
】
10
人

（
弓
道
体
験
者
よ
り
選
考
）　

▼
費

用　
【
弓
道
体
験
】
無
料
【
弓
道
教

室
】
3
千
5
0
0
円　

▼
主
催　
行

田
市
弓
道
連
盟　

▼
�　

4
月
20
日

㈯
・
21
日
㈰
の
午
後
1
時
～
4
時
に

同
弓
道
場　

▼
問　
同
連
盟
中
島
☎

5
5
9
―
0
2
9
5

▼
日
時　
5
月
12
日
～
7
月
14
日
の

毎
週
日
曜
日
（
全
10
回
）
午
前
9

時
～
11
時　

▼
場
所　
富
士
見
公
園

テ
ニ
ス
コ
ー
ト　

▼
対
象　

初
心

者
お
よ
び
競
技
指
向
の
方　

▼
参

加
費　

1
千
円
※
当
日
徴
収　

▼

主
催　

行
田
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連

盟　

▼
そ
の
他　
ラ
ケ
ッ
ト
は
貸
し

出
し
可
、
シ
ュ
ー
ズ
は
個
人
で
用
意　

▼
�　

開
催
日
当
日
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
に
て
（
途
中
参
加
も
可
）　

▼
問　

同
連
盟
理
事
長
大
西
☎
0
8
0
―

5
4
9
2
―
2
2
3
9【
Ｅ
メ
ー
ル
】

m
ariah_carey@

yahoo.co.jp

▼
日
時　
5
月
7
日
～
6
月
4
日
の

毎
週
火
曜
日
（
全
5
回
）
午
前
10
時

～
正
午　

▼
場
所　
「
グ
リ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ
」
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ　

▼
対

象　
初
心
者　

▼
定
員　
30
人　

▼

参
加
費　

1
千
円
（
保
険
料
を
含

む
）　

▼
持
ち
物　
運
動
の
で
き
る

服
装
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
体
育
館

シ
ュ
ー
ズ
※
ラ
ケ
ッ
ト
、
シ
ャ
ト
ル

は
主
催
者
が
用
意　

▼
主
催　
行
田

市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟　

▼
�
・
問　

同
連
盟
笠
原
☎
5
5
6
―
0
4
6
3

（
午
後
1
時
以
降
）

　

古
代
蓮
会
館
を
無
料
開
放
し
ま

す
。
展
示
室
の
ジ
オ
ラ
マ
や
蓮
の
シ

ア
タ
ー
、
展
望
室
か
ら
の
パ
ノ
ラ
マ

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。　

▼
期
日　
4
月
21
日
㈰　

▼
そ
の
他　

「
グ
リ
ム
名
作
劇
場
ブ
レ
ー
メ
ン
の

音
楽
隊
」
上
映
会
、
売
店
内
お
よ
び

屋
外
で
1
0
0
円
均
一
の
特
別
販
売

を
開
催

▼
期
間　

5
月
3
日
㈮
～
6
日
㈪　

▼
内
容　

期
間
中
、
古
代
蓮
会
館

に
入
館
し
た
小
・
中
学
生
を
対
象

に
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま

す
。
※
入
館
料

2
0
0
円
が
必

要　

▼
そ
の
他　

景
品
が
な
く
な

り
次
第
終
了

古
代
蓮
会
館
グ
ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン
記
念
日
無
料
開
放

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
催

	行田市の人口と世帯	 人口85,717人　男42,653人　女43,064人　世帯数33,522世帯
	（平成25年3月1日現在）	 2 月中の異動　出生33人　転入等192人　死亡87人　転出等180人住民基本台帳人口

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

グリーンアリーナ　いきいき＆わくわくエンジョイスポーツクラブ会員グリーンアリーナ　いきいき＆わくわくエンジョイスポーツクラブ会員
クラブ名 日時 場	所 内　　　　容 対象 会　費 申し込み・問い合わせ

①SAファイト
　クラブ

毎週土曜日
の午前10時
～11時

「グリーンアリーナ」
剣道場ほか

　ボクシングの動作を取り入
れたエクササイズなどを行い、
脂肪燃焼を促進させ、ダイエッ
ト効果を高める。

18歳以上
の方

月額
2,000円

直接または電話でグリー
ンアリーナ☎553―3377
※いずれも定員になり
次第入会待ちとして
の受け付けに変更

※原則として入会は月
初めの開催日から

②ピラティス
　クラブ

毎週土曜日
の午前11時
10分～午後
0時10分

「グリーンアリーナ」
柔道場ほか

　バレエやヨガの要素を取り
入れたピラティスを行い、柔
軟性や筋力、バランスなどを
養い、美容や肩こり・腰痛な
どの改善に役立てる。

月額
3,000円

申し込み・問い合わせ
産業文化会館

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

㈶行田市産業・文化・
スポーツいきいき財団

ＴＥＬ ５５６－６３７１
ＦＡＸ ５５６－６３７２

商工センター
ＴＥＬ ５５３－０５１０
ＦＡＸ ５５３－２０２１

古代蓮会館
ＴＥＬ ５５９－０７７０
ＦＡＸ ５５９－０７８４

グリーンアリーナ
ＴＥＬ ５５３－３３７７
ＦＡＸ ５５３－０４８７
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環境にやさしい
植物油インキ

今月の表紙
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使用しています
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行田に住もうよ
特集

P.2

平成25年度当初予算編成 P.8

行田に住もうよ
特集

P.2

平成25年度当初予算編成 P.8

足袋蔵まちづくりミュージアム足袋蔵まちづくりミュージアム
た び ぐらた び ぐら

　このコーナーでは、行田の歴史や名所、名物などを行田ゼリー
フライキャラクターのこぜにちゃんが分かりやすく紹介します。

　眠
ね む

っていた足
た

袋
び

蔵
ぐ ら

をまちづくりに生
い

かそうと、NPO法
ほ う

人
じ ん

ぎょうだ足
た

袋
び

蔵
ぐ ら

ネットーワークの皆
み な

さんが中
ちゅう

心
し ん

となって、埼
さ い

玉
た ま

りそな銀
ぎ ん

行
こ う

行
ぎょう

田
だ

支
し

店
て ん

北
き た

側
が わ

にある栗
く り

代
だ い

蔵
ぐ ら

を改
か い

修
しゅう

。平
へ い

成
せ い

21年
ね ん

2
月
が つ

に「足
た

袋
び

蔵
ぐ ら

まちづくりミュージアム」として生
う

まれ変
か

わった
んだ。1階

か い

は足
た

袋
び

の販
は ん

売
ば い

や足
た

袋
び

蔵
ぐ ら

の紹
しょう

介
か い

、市
し

内
な い

の観
か ん

光
こ う

案
あ ん

内
な い

な
どをしていて、2階

か い

は栗
く り

代
だ い

蔵
ぐ ら

の歴
れ き

史
し

を感
か ん

じることができるギャ
ラリーになっているよ。

　市
し

内
な い

には、まだまだ個
こ

性
せ い

溢
あ ふ

れる足
た

袋
び

蔵
ぐ ら

がたくさんあるから、
お気

き

に入
い

りの蔵
く ら

を見
み

つけてくださいね。

　　　　　　　 2月22日、男女共同参画推進センターＶＩＶＡぎ
ょうだで「国際交流イベント～行田から世界へ、世界から行田へ
～」が開催されました。このイベントでは、本市出身の青年海外
協力隊帰国隊員による体験談などの講演や、世界の料理を通じて
外国人の方との会話を楽しむ交流会が行われました。62人の参
加者は各国の料理に舌鼓を打ち、会場は大いににぎわいました。

　

今
月
か
ら
、
行
田
の
古
代
史
を
テ
ー
マ
に
市

内
に
残
る
古
代
の
遺
跡
や
史
跡
を
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。

　

最
初
の
テ
ー
マ
は
“
稲
作
伝
来
”
で
す
。
行

田
で
は
い
つ
か
ら
米
づ
く
り
が
始
ま
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

 

水
田
稲
作
は
紀
元
前
10
世
紀
ご
ろ
九
州
北
部

に
伝
来
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
か

ら
瀬
戸
内
海
沿
い
に
東
に
伝
わ
り
、
紀
元
前

5
0
0
年
ご
ろ
に
は
名
古
屋
周
辺
で
も
水
田
稲

作
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
日
本
海
沿
い

に
東
北
地
方
へ
と
伝
わ
り
、
青
森
県
で
も
水
田

稲
作
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
な
ぜ
か
関
東
地
方
で
は
水

田
稲
作
が
行
わ
れ
ず
、
紀
元
前
1
0
0
年
ご
ろ

（
弥
生
時
代
中
期
）
に
な
っ
て
、
や
っ
と
神
奈
川

県
小
田
原
市
の
中
里
遺
跡
で
関
東
地
方
最
初
の

水
田
稲
作
が
始
ま
り
ま

し
た
。
少
し
遅
れ
て
行

田
で
も
、
現
在
の
星
宮

地
区
（
小
敷
田
）
で
水

田
稲
作
が
始
ま
り
ま
し

た
。

　

行
田
で
稲
作
を
し
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
集

落
遺
跡
「
小
敷
田
遺
跡
」

は
、
国
道
17
号
バ
イ
パ

い
に
し
え
の
行
田
を
探
る

稲
作
伝
来
〜
埼
玉
の
米
づ
く
り
は
行
田
か
ら
？
〜

行田

歴
史
系
譜

1

229

ス
付
近
に
あ
り
ま
す
。
国
道
建
設
工
事
に
伴
う

発
掘
調
査
で
、
弥
生
時
代
中
期
の
竪
穴
住
居
跡

17
軒
、
方ほ

う

形け
い

周し
ゅ
う

溝こ
う

墓ぼ

5
基
、
河
川
跡
な
ど
が
発

見
さ
れ
、
米
を
蒸
す
甑こ

し
き

な
ど
の
弥
生
土
器
、
炭

化
米
、
稲
の
穂
を
刈
る
石
包
丁
、
石い

し

鍬ぐ
わ

、
木
製

農
耕
具
な
ど
が
出
土
し
ま
し
た
。
な
お
、
水
田

跡
は
発
見
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
米
づ
く
り
が

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

小
田
原
市
の
中
里
遺
跡
は
、
瀬
戸
内
地
方
か

ら
水
田
稲
作
が
伝
え
ら
れ
た
よ
う
で
す
が
、
小

敷
田
遺
跡
で
は
北
陸
地
方
や
長
野
県
地
域
と
同

じ
よ
う
な
土
器
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

長
野
県
方
面
か
ら
水
田
稲
作
が
伝
え
ら
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

小
敷
田
遺
跡
が
営
ま
れ
た
荒
川
扇
状
地
の
は

ず
れ
は
、
荒
川
の
伏
流
水
が
豊
富
に
流
れ
出
る

水
田
稲
作
に
適
し
た
地
域
で
す
。
長
野
県

方
面
か
ら
北
関
東
に
水
田
稲
作
を
伝
え
た

人
々
は
、
き
っ
と
こ
の
豊
か
な
水
の
恵
み

に
魅
せ
ら
れ
て
、
行
田
で
米
づ
く
り
を
始

め
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

小
敷
田
遺
跡
は
現
在
発
見
さ
れ
て
い
る
、

北
関
東
で
最
も
古
い
農
耕
集
落
で
す
。
も

し
か
し
た
ら
埼
玉
の
米
づ
く
り
は
行
田
か

ら
始
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
（
文
化
財
保
護
課　

中
島　

洋
一
）

現在の小敷田遺跡




